
ごちゃまぜ交流会

相談の現場から ～認知症の方とその家族の思い～

埼玉県・さいたま市 若年性認知症サポートセンター

生田 美希



埼玉県 若年性認知症サポートセンターの業務

若年性認知症支援コーディネーターは、若年性認知症の人のニーズにあった関係機関やサービス担当者との「調整役」に
なることが期待される
必要に応じて、職場や福祉サービス事業所等と連携し、就労継続や居場所づくりに働きかけるなど、本人が自分らしい
生活を継続できるよう、本人の生活に応じた総合的なコーディネートを行うことが求められる

2015年度の認知症施策推進総
合戦略（新オレンジプラン）に基づ
いて、若年性認知症の相談窓口が
全国に設置されることとなった。
埼玉県では2017年度から配置
されている。

•経済的な支援
（社会保障制度の情報提供・手続き支援）

•本人・家族の支援
•医療機関との連携・情報提供

総合相談

（電話・訪問）

•就労継続（会社との相談など）

•再就職の支援（障害者雇用・福祉的就労等）
就労支援

•居場所づくり

•地域でのネットワーク構築

社会参加に

関する支援
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若年性認知症支援コーディネーター



若年性認知症の方が集える場 リンカフェ

【目的】 若年性認知症の本人の活躍の場所本
人同士が出会える場所
毎週 木曜日

若年性認知症の本人（診断直後の方を中心に）
介護者・支援者等

若年性認知症の本人がスタッフとして活動

【開催日】

【参加者】

【特色】
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本人の声を聞く ～本人ミーティング～
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本人の声を聞く ～本人ミーティング～
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3つのテーマについて話し合いました (参加者本人27名)

（1）診断前後から今までの心境の変化・揺れる思いについて

・もの忘れや仕事のミスが増えていた。診断され、やっぱりそうかと思った。
・なんで俺が（私が）。もう終わりだ。家族に迷惑をかけてしまう。
・ショックや不安。悔しさ。戸惑い。

・発症前の自分と比べてしまう。気持ちに折り合いをつけるのに時間がかかった。
・人生いろいろ。病気の事で落ちこむ日もあれば、気にならない日もある。
・役に立たないと思われるのは嫌。できることは何でもしようと思った。

・同じ病気の人と話す機会を得たことが前向きになるきっかけだった。
・失敗してもいい場所、受け入れてくれる場所の存在が力になった
・普通に接してくれる家族や仲間の支えは大きい。



本人の声を聞く ～本人ミーティング～

6

（2） 自覚している症状と生活での困りごとについて

・自分が正しく行動できているか判断できないことが怖い。不安。

・仕事を続けたい気持ちと、以前のように働けていないもどかしさ。

・一人で旅行に行ったり遠出ができない。不自由。

・物忘れ。字が書けない読めない。言葉が出にくい。着替え。買い物。物が無くなる。

・顔と名前が一致しない。道に迷う。初めて行く場所への不安。電車の乗り換えが心配。

・ルーティンで生活を整えている。

・「困ったら人に聞く」「無理はしない」など自分に合う工夫をする。

・苦手なことは助けてもらう。サポートしてくれる家族の支えに感謝。

・「誰にも迷惑をかけたくない」という思いも共存。
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（3） これから認知症になるかもしれない人へのメッセージ

・まずは早く病院に行った方がいい。

・認知症は特別なことではない。

・認知症になっても人生は終わりではなく、工夫やサポートで普通に暮らすことができる。

・できることを続け、助けが必要なときは頼って大丈夫。

・ コミュニティーは大切。どんな人でも受け入れてくれる場所があるといい。

・人とのつながりや信頼できる居場所が力になる。前向きに、自分らしく生きていきましょう。

本人の声を聞く ～本人ミーティング～



家族の声を聞く ～家族交流会～

8

認知症者を介護する家族がたどる4つの心理ステップ（杉山孝博 1999）

ステップ

① 否定・戸惑い

② 混乱・怒り・憂鬱

③ あきらめ・開き直り・適応

④ 理解・受容

介護者の気持ち

こんなはずはない・いずれ治る

どうして自分だけ・どうしたらいいの

怒っても仕方がない・なるようにしかならない

認知症のおかげで本人の人柄を深く知れた
介護を通じて色々な出会いがあった



家族の居場所を作る
・たんぽぽ ・ひまわり ・前頭側頭型認知症の会 ・家族の夜会 ・子世代のつどい

交流会やつどいに参加できない家族ともつながり続ける

家族の声を聞く ～家族交流会～
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「誰かの役に立ちたい」のおもいも大切に
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若年性認知症サポートセンターでは、認知症の方が役割と生き

がいを持ち、その人らしく社会とつながり続けることができる

よう、地域の皆さんと共に取り組んでいきたいと考えています。

どうぞよろしくお願いします。

若年性認知症本人(リンカフェメンバー)による 座談会
テーマ「むしろ人生パワーアップ！」

新しい認知症観

•わかる事、できる事が豊富にある

•本人は声を出せる

•本人の意見を聞く

•本人が決める

(決められるように支援)

•本人は支え手でもある

地域づくりの主体者である！
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